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　新潟地方気象台では、本震により１０時１４分、新潟県上中下越と佐渡に「津波注意報」を発表した。
　潮位を観測した結果、柏崎において弱い津波を観測した程度で、１１時２０分津波が衰弱傾向にあることを確認し、
津波注意報を解除した。
　今回の本震（Ｍ６.８）により、柏崎（国土地理院管轄の検潮所）で津波の最大の高さ３２�など、新潟県を中心
に秋田県から石川県にかけての沿岸で津波を観測した。
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　中越沖地震による被害は、新潟県内で、死者１５人、負傷者２,３１６人、避難者（ピーク時）１万２千人余り、被
害を受けた建物は住家が約４万棟、非住家が約３万棟の計７万棟に及ぶ。宅地の損壊、商工業や農林水産関係施
設、道路など公共インフラや水道、ガスなどのライフラインの被害も大きかった。
　平成１６年に発生した新潟県中越地震（以下「中越大震災」という。）においては、被災地の地理的要因（中山
間地域、地すべり地帯、豪雪地帯など）及び社会的要因（農山村社会、過疎化、高齢化など）と地震そのものの
特徴とが合わさって、特有の被害状況が見られた。中越沖地震は同じく中越地方で発生し、規模も同程度である
が、被害の様相は大きく異なっている。
　地方中堅都市である柏崎市、刈羽村及び出雲崎町を中心に被害が発生し、特に個人財産である住宅被害が多かった。
　日本海に近いため砂地が多く、砂丘地の液状化や、段丘地での擁壁の転倒、盛土造成地の滑動などのさまざま
な宅地被災形態がみられた。
　また、世界最大の原子力発電所の集中立地地域の近くを震源とした地震であり、所内変圧器の火災や、微量の
放射線物質の放出等のトラブルが発生した。
　さらに、度重なる大規模地震の発生や原子力発電所の被災、新潟の名前を冠した「新潟－神戸ひずみ集中帯」
が取り上げられたことなどにより、本県の安全イメージが悪化し、観光客の激減など全県的な風評被害が生じた。
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第１節　地震の概要

第 一 波  最大の高さ 

秋田＊ 

酒田＊ 

新潟＊2 

小木＊2 

柏崎＊3 

鼠ヶ関＊3 

佐渡市鷲崎 

輪島＊3 

珠洲市長橋 

富山 

観測点名 

14時43分 

11時47分 

10時53分 

10時27分 

10時16分 

11時54分 

10時39分 

－ 

－ 

10時44分 

到着時刻 

引き 

引き 

押し 

押し 

押し 

押し 

押し 

－ 

－ 

押し 

押し引き 

10 

13 

6 

6 

6 

6 

4 

－ 

－ 

4

高さ（cm） 

17時05分 

15時58分 

11時35分 

10時33分 

10時22分 

14時22分 

12時33分 

17時36分 

12時41分 

12時03分 

発現時刻 

12 

24 

14 

27 

32 

9 

7 

6 

5 

5

高さ（cm） 

（注） 今回の地震により津波を観測した検潮所における観測値を示している。 
　　　 表中の「－」は、値が決定できないことを示している。 
　　　 ＊：国土交通省東北地方整備局　＊２：国土交通省北陸地方整備局 
　　　 ＊３：国土交通省国土地理院 

参照：災害時地震・津波速報（平成19年8月20日　気象庁） 
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（※人的被害、建物被害の全体及び市町村別状況は、第３章第２節２（2）を参照）
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　中越沖地震の人的被害は、死者１５人、重傷者３４１人、軽傷者１,９７５人、合わせて２,３３１人である（平成２０年３月
３１日現在）。
　死者１５人は、年齢別では６５歳以上の者が１０人を占め、被災場所別では柏崎市が１４人、刈羽村が１人である。
また死亡日別では、地震発生当日の７月１６日が１０人と最も多い。
　中越沖地震の死者数を県内で起きた過去の大災害と比較すると、昭和３９年の新潟地震の１４人（新潟県外も含め
ると２６人）とほぼ同じである。
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①　直接的・物理的原因による死者　　　　　　　 
　死者のうち、家屋崩壊や作業中の熱傷等による直接的・物理的原因で死亡した者は１１人であった。　
②　間接的に災害に関係する原因による死者
　地震からある程度期間が経ってから死亡した者のうち、地震被害と何らかの間接的な関係のある原因による
死者は４人であった。
　このような、いわゆる「災害関連死」については、中越大震災において５０数人に上ったことから、中越沖地
震においては、地震発生当初からエコノミークラス症候群の予防啓発、福祉避難所の設置、健康福祉ニーズ調
査等の対策を実施し、被災者の健康被害の防止に努めた。
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　中越沖地震の住家被害は、全壊１,３２４棟、半壊５,６７５棟（うち大規模半壊は８５７棟）、一部損壊３５,０３８棟、合わせ
て４２,０３７棟となっており、さらに、非住家被害３１,２２２棟を合わせると、建物被害は７３,２５９棟となっている（平成
２０年３月３１日現在）。
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第１章　柏崎・刈羽地方を襲った震度６強の地震

発生年月 
H 5 . 7 
H 7 . 1

北海道南西沖地震 
阪神・淡路大震災 

202 
6,433

553 
50,228

28 
3

 
10,683

 
33,109

死　者 行方不明 重　傷 軽　傷 合　計 災　　害　　名 
323

発生年月 
S 36. 9 
S 39. 6 
S 42. 8 
H16. 7 
H16.10 
H19. 7

第２室戸台風 
新潟地震 
羽越水害 
7.13水害 
新潟県中越大震災 
新潟県中越沖地震 

36 
14 
96 
15 
68 
15 

2,346 
330 
605 
97 

4,863 
2,331

0 
0 
38 
0 
0 
0

 
46 
 
2 

632 
341 

 
270 
 

80 
4,163 
1,975

死　者 行方不明 重　傷 軽　傷 合　計 災　　害　　名 
2,310 

 
471

発生年月 
S 36. 9 
S 39. 6 
S 42. 8 
H16. 7 
H16.10 
H19. 7

第２室戸台風 
新潟地震 
羽越水害 
7.13水害 
新潟県中越大震災 
新潟県中越沖地震 

2,822 
＊3,277 
1,080 
71 

3,175 
1,324

130,337 
＊65,923 
19,908 
7,692 

120,837 
42,037

19,332 
＊10,966 
2,067 
5,657 
13,808 
5,675

108,183 
＊41,019 

339 
82 

103,854 
35,038

 
＊10,661 
16,422 
1,882

全　壊 半　壊 一部損壊 床上浸水 合　計 災　　害　　名 

＊ 新潟地震は世帯数（昭和40年6月 新潟県発行「新潟地震の記録」から） 
　 なお、平成19年版「消防白書」によると、新潟地震で全壊した棟数は1,960棟である。 

発生年月 
H 7 . 1 阪神・淡路大震災 104,906 512,882114,274 263,702

全　壊 半　壊 一部損壊 床上浸水 合　計 災　　害　　名 
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　平成１９年７月１６日、地震発生後、鉄道、バスとも運転を見合わせ、点検後再開した。
①　鉄道
　○　上越新幹線：越後湯沢駅～新潟駅間で運休（７月１６日夜運転再開）
　○　ＪＲ東日本
　　・　信越本線：犀潟駅～宮内駅間で運休（９月１３日柿崎駅－柏崎駅間の復旧で全面運転再開）
　　・　越後線：柏崎駅～吉田駅間で運休（８月１０日運転再開）
　　・　上記以外の路線：７月１７日以降通常運行
　○　ＪＲ西日本
　北陸本線：通常運行。ただし、ＪＲ東日本に乗り入れる特急・急行は、犀潟～柿崎駅～宮内駅間不通のた
め８月１０日出発分まで全区間運休

　○　北越急行
　　　ほくほく線：運転見合わせ（７月１６日夜運転再開）
②　バス
　○　高速バス（県内）
　　　運休：新潟～柏崎（７月１９日夕運行再開）、新潟～上越、新潟～糸魚川（７月１８日運行再開）
　○　高速バス（県外）
　　　迂回運行：新潟～長野・富山・金沢・京都　（国道８号経由）
　　　　　　　　新潟～京都・大阪、名古屋（関越自動車道、中央自動車経由）　　（７月１８日夜平常運行）
　　　　　　　　上越～東京（上信越自動車道経由）
　○　路線バス
　　　運休、迂回運行、折返し運行：柏崎市中心に多数
③　主な道路の不通区間等
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　中越沖地震によるライフラインの被害は、停電約３５,０００戸（８市村）、ガス供給停止約３４,０００戸（４市町村）、
上水道断水約５９,０００戸（７市町村）に及んだ。
　電気は２日間、上水道は２０日間でほとんど復旧したが、ガスの復旧は８月末までかかった。 
　ライフラインの復旧の遅れは、避難生活の長期化の一因となった。 
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　県は、平成１９年７月２３日に、中越沖地震の被害見込額を約１兆５千億円と公表している。これには、建築物、
インフラなどの直接被害のほか、施設の損壊による出荷・販売額の減、人や物の流れの停滞による経済的損失、
原子力発電所の被災等に伴う風評被害など、間接被害も含めて推計している。
　住家や店舗はまだ復旧途上にあり、原子力発電所では復旧工事や運転の休止が続くなど、直接・間接の影響額
は現在も増加を続けている。
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第２節　被害の概要

道　路　名 
北陸自動車道 
国道８号 
国道116号 

国道352号 

上越IC～長岡JC 
長岡大積など３か所 
柏崎市西山など５か所 
・柏崎市椎谷～大崎 
・柏崎市大湊 

H20. 7 .18 18:00　柿崎～米山間解除 
H20. 7 .23   9:00　長岡市大積千本町復旧 
H20. 7 .17   7:25　柏崎市西山段差解消 
当分の間 
H20. 8 .10  17:00　路面陥没復旧 

復旧日時（最終解除区間） 不 通 区 間 等 


